
蝋箋墨書「梁必達詩唱和詩」保存修復報告

上江洲安亨
1関
地入ド 箭木康一郎

鳩
二原/4

1.はじめに

本作品は、下般財団法人沖縄美ら島財団所蔵、蝋箋墨書「梁必蕎報昌不晴寺」(以下適宜「梁必達詩」と略す)で
ある。平成25年 4月 1日 から平成26年 2月 28日 まで有限会社 墨仙堂で修復を行つた。修復にあたり、上潮 ‖‖
安亨を監督職員とし、関地久治を総括責任者および管理技術者、修復担逹ならびに写真撮影(351114、 デジタルカメ

ラ)報告書作成は箭木康―郎が行った。また4× 5版の写真撮影は三原昇が行つた。

Ⅱ.穆騒酎噸

Fig.1 修復前 「梁必達詩 1」 作品全図 Fig。 2 修復後 「梁必達詩 1」 作品全図

Fig.3 修復前 「梁必達詩 2」 作品全図 Fig。 4 修復後 「梁必達詩 2」 作品全図

*1 -般財団法人沖縄美ら島財団 首里城公園管理部 事業課長補佐兼営業係長
*2 有限会社 墨仙堂 代表取締役
*3 有限会社 墨仙堂
*4 フォト・ファクトリー・ミハラ
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Ⅲ.修復前後の作品概要

1.作品概要

作品名

員数

不垂多]lJ

イ
′
『者名

日訂ミ

概要

。「錦 1」

(1)釉

鶏動す

本紙枚数

納 の衛欽

獅
励
厘
難

:「剪uる選孫子唱耐哺寺」

:2枚

:古文書

:梁必達・鄭奇峯・楊和鳴・陳龍光

:成豊元 (1851)年 (清時代)

: 2枚共に装飾加工された 1枚の蝋箋紙に塁書が書かれた古文書。「梁必達詩 lJに

は 43行の墨書が書かれ、中央及び左下部に印章が押されている。又、「梁必達詩

2」 には33行の墨書が書かれ、左下部に印章が押されている。

:湘氏

:1枚

:墨

:金銀切箔・蝋箋紙

:修復前後の寸法の変更はない

丈 54.8cm 幅 114.8cm

: 光沢のある桃色地の蝋箋紙に金銀切箔が散らされた却 鰐璃氏 装飾は表裏両面に

施されている。

:1層

:右皆糸氏

:無し

裏打ち紙 [修復前]

脚

[修復後]

Fig.5 修復前 「梁必達詩 1」 作品全図
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Fig.6修復前 「梁必達詩 lJ 本紙展面



Fig,7 修復後 「梁必達詩 1」 作品全図        Fig,8 修復後 「梁必達詩 1」 本紙裏面

。螂 2」

(1)納

基底材     :紙
本紙枚数    :1枚
画材      !墨
加工・装飾    :金 銀切箔 。蝋箋紙
寸法       :修 復前後の寸法の変更はない

丈 55,lcm 幅 114.5cm

本紙の特徴    : 光沢のある挑色地の蝋隻紙に金銀切箔が散らされた装飾胤 装飾は表裏両面に
施されてヤヽる。

裏打ち紙 [修復前]:1層
翔剛 :納
[修復後]:無し

Fig。 9 修復前 「梁必達詩 2」 作品全図 Fig.10 修複前 「梁必達詩 2」 本紙裏面

Fig。 11 修復後 「梁必道詩 2」 作品全図
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Fig.12 修復後 「梁必達詩 2」 本組裏面



(2)装丁 (2組洪通)

修復前後共に装丁はない

(3)銘文 。ラベル・付属物等

嚇 1」

F口章 :本紙中央

(白文方印)× 1

(朱文方印)× 1

本紙左下部

(白文方印)× 1

(朱文方印)× 1

(朱文方印)× 1

弔舅も虚A超亀詩子2」

(4)収納環境(2紙対D
[胸苅 ]嚇 腑
[働毅 ]嚇 腑

印章 :本紙左下部

(白文方印)× 1

(朱文方印)× 1

(朱文方印)Xl

Fig.13修復前

「梁必達詩 1」

の 本紙左帯 Б 印章

(右l本紙中央 印章

Fig,14修復前

「梁必達詩 2」

印章

無し(1・ 2を重ね、包紙に巻いた状態で保存されていた。)

中性紙保存箱 (新調)

2.修復前の損傷状況と修復後の様子

(1)釉

①物理的損傷

i.本紙に破れ。欠失が見られた

[鰤 ]

本紙の一部に欠失が見られた。更に、本紙企体に生じた折れや級に伴う破れが見られた。

Fig。 15 修復前 「梁必達詩 1」

本紙左上部 本紙料紙の久失

Fig,16 修復前 「梁必達詩 2」

本紙左中央部 本紙料紙の欠失

Fig。 17 修復前 「梁必達詩 2」

本紙若中央部 本紙料紙の破れ・欠失
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[修復後]

本紙料紙に適する補修紙を選定し、欠失箇所に繕つた。又、本紙の破れ箇所にイ欝甫強紙を施した。

す
量
・

線 ::!ヽ :!(lド・

Fig,18 修復後 「梁必達詩 1」

本紙左上部 本紙料紙の欠失

r∫
戯

Fig,19 修復後 「梁必達詩 2」

本紙左中央部 本紙料紙の欠失

Fig.20 修復後 「梁必達詩 2J

本紙右中央部 本紙料紙の破れ・欠失

五。本紙に多数の折れ 。級が見られた

[陽夏調

本紙全体に折れや級が多数生じていた。特に左右辺では、巻いて収納された為に生じた連続する深

い縦折れや級が見られた。

Fig.21 修復前 「梁必達詩 1」 本紙舟光線写真
本紙の折れ・級

[修復後]

フラントニングを行い、本紙に生じた折れや級を伸ばした。更に、折れや級の裏面に折れ伏せを施

した。又、平らな状態で保存収納する事で、今後の折れ破損の要因を軽減させた。

Fig。 23 修復後 「梁必達詩 1」 本紙斜光線写真
本紙の折れ。級

Fig.22 修復前 「梁必達詩 2」 本紙斜光線写真
本紙の折れ・数

Fig,24 修復後 「梁必達詩 2」 本紙斜光線写真
本紙の折れ・数
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②視覚的損傷

i,本紙企体に多数の染み 。汚れが確認出来た

[修復前]            
′

本紙全体に染みや汚れが確認出来た。

[傷賃調

作品の風合いを損ねる恐れがあつた為、クリーニ

ングは行わなかつた。

Fig,25 修復前 「梁必達詩 2」 本紙の染み
③癬

i.絵具の欠失・退色が見られた

[鰤 ]

本紙料紙の四辺の小日付近や、折れ・数によつて生じた折れ山付近に絵具の欠失が見られた。又、

本紙の四辺周辺が退色していた。

[修復後]

絵具に欠失・退色が見られるものの、状態は安定していた。この事から、絵具の剥落止めは、作品

の風合いを損ねる恐れがあつた為、行わなかつた。

(2)その他

①本紙に強い巻き癖が生じていた

[修復前]

蝋箋加工された本紙は硬く、収納時に細く巻いて保存されていた事で、作品に強い巻き癖が生じて

いた。

[腕簸 ]

フラットニングを行つたことで、本紙に生じた巻き癖を角早消した。

②作品に収納箱が無かつた

[修復前]

作品材呆護する収納箱が無かつた。

[修復後]

アーカイバルボードを使用し、台紙 。中隆紙保存箱を新たに製作した。又、本紙を巻かず、平らな

状態で保存収納する事で、修復後の作品に懸かる負担を解消した。

3.過去の修理状況

(1)本紙に裏打ちが施されていた。   '
[修復前]

過去の修理の際、いずれの本紙にも格紙で

1層の裏打ちが施されていた。又、「梁必達詩 2」

に関しては、本紙中央下部の小日付近の1箇所

にのみ補修紙が確認出来た。2紙共それ以外の

欠失箇所に補修紙は無く、いずれも本紙料紙の

Fig。 26 修復前 「梁必達詩2J 本紙裏面中央下部

欠失箇所に施された補修紙
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欠失箇所から裏打ち紙が露出していた。

[防後]
本紙に施された裏打ち紙・欠失箇所に繕われた旧

補修紙を除去した。その後、本紙料紙に適する色調

に合わせて染色した補修紙を欠失箇所に繕った。

Fig,27 修後後 「梁必達詩 2」 本紙裏面中央下部
補修紙を除去した

4.締諭 (2鰤 )

(1)修復前の作品の状態及び間覗点

作品は表裏面に蝋箋加工が施された装飾料紙である。

修復前の作品には多数の破れ・欠失・折れ。敷等が生じているものの、過去の修理時に裏打ちが施さ

れ、本紙全体が補強されていた。しかし、本紙料紙の欠失箇所に補修紙は施されておらず、本紙全体に

厚みの差が生じていた。又、厚く硬い本紙を細く巻いて収納保存していた為、本紙全体に強い巻き癖が

生じていた。これらを要因として、破れ 。折れ。敷等が生じ、本紙料紙の欠失や糊浮きを拡大させてい

た。更に、本紙の欠失箇所から露出した白色度の高い裏打ち紙は、蝋箋加工した本紙の質感・色・風合

い等と異なり、視覚的な違和感が生じていた。

以上の状態から、作品は過去の修理を受けているものの、損傷が進行してぃる状態であった。又、作

品には巻芯や収納箱等が無く、保存環境の整備は急務であった。そこで、有限会社 墨仙堂で裏打ち紙
の除去を含む作品の修復処置を行う事となった。

(2)修復後の作品

今回の修復作業では、損傷要因であつた裏打ち紙を除去し、欠失箇所に補修紙を繕い、破れ箇所に

補強紙を施す事で損傷箇所の強化を図つた。又、フラントニングを行い、本紙を平滑にする事で折れ 。

級 。巻き癖を解消した。

修復処置の結果、本紙に生じた損傷要因を軽減させ、展示・閲覧に適する十分な強度を持たせた。又、

収納箱を新たに作製することで、安定した保存環境を作品に与えた。

h伊複方争ト
1,基本方針

(1)実施する作業及び方針の決定・変更等は、所有者との

協議・監督の下進める       °

第 1回協議 2012年 12月 9日

第 2回協議 2013年 3月 1日
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Fig,28協議風景 平成 26年 3月 1日



(2)本紙の修復処置行う

(3)修復作業は有限会社 墨仙堂 工房内でイ子う

(41ttI期間

平成 25年 4月 1日～平成 26年 2月 28日

2.釉 (2脚 )

(1)裏打ち紙を除去する

本紙料紙は十分な強度を有しているものの、過去の修理時に施された裏打ち紙により、柔軟性が失わ

れた状態にあつた。更に、巻いて収納されていた為、巻き癖が強く生じ、裏打ち紙に糊浮きや、本紙料

紙の折れ。嫉等の損傷要因となっていた。又、本紙料紙の欠失箇所に補修紙が繕われておらず、欠失箇

所からは裏打ち紙が露出していた。裏打ち紙は蝋箋加工された本紙料紙との質感・色・風御 vヽ等が異な

っていた為、異質な印象を受けた。

そこで所有者と協議した結果、損傷要因となつていた裏打ち紙を除去した。

裏打ち紙除去には本紙を濾過水で加湿し、糊を膨潤させた後に裏打ち紙を除去した。加湿に関しては、

スプレーや刷毛で作品を力甫け るのではなく、「防水透湿ンート」を用いて水蒸気の状態で緩や力ヽ こ加

湿し、必要な水分量をコントロールすることで、裏打ち紙除去に必要最小限の水分量を本紙に与えた。

(2)肌裏打ちは行わない

旧肌裏紙除去後の調査から、本紙料紙は厚く、保存に必要な強度を十分有する事が確認された。その

為、損傷箇所の補修のみで作品の強度は十分に保たれ、長期の保存に耐えうると考えられた。そこで所

. 有者と協議した結果、本紙料紙の肌裏打ちを行わない事とした。
(3)剥落止めについて

本紙の状態を調査した結果、作品に書かれた墨の状態は良好であつた。そこで、剥落止めによる膠の

過度な使用は作品の風合いを損ねる恐れがあると判断した為く今回の修復では剥落止めを行わない事と

した。

(4)本紙料紙の欠失箇所に補修紙を施す

本紙刑和勅維組城訂験の結果から、本紙料紙と類似の「宣紙」を選定し、本紙料紙に適する宙翔こ合

わせ墨と天然染料 (矢車lで染色後、水酸化カルシウム水溶液で色素を定着させて用いた。欠失箇所を繕

つた後、新たな損傷要因とならないよう補修紙の糊代部分等を印刀で削り、本紙料紙との段差を平滑に

した。

補修紙  :宣紙(中国製)
(5)本紙料紙の損傷箇所イ群鰍 を施す

本紙料紙の破れが生じている箇所に帯状の補強紙を施した。その後、新たな損傷要因とならないよう

補強紙の糊代部分を印刀で削り、本紙料紙との段差を平滑にした。

補強紙  :椿紙 (悠久紙 東中江和紙加蜘 合 ,効

(6)折ヤ硫馬せをフ輯化る

本紙の折れが生じている箇所、及び今後折れが生じると思われる箇所に折れ伏せを入れた。

折れ伏せ紙 :猪紙鯉諺、紙 東中江荊紙潮工生産組合 製)
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(7)本紙のフラントニングを行う

本紙に生じた折れ・繊・巻癖を解消する為、本紙を必要最′lヽ限に加湿した後、力日戸土乾燥を行つた(フ
′

ラントニンの。加湿に関しては、「防水透湿シー ト」を用いて水蒸気の状態で緩や力Чこ加湿し、必要な

水分量を本紙に与えた。

フラットニングは本紙料紙の繕い前後に計 2回行つた。

3.装丁

装丁は行わず、修復前と同じ状態とした。

4。 その他

(1)各作業の接着剤として小麦粉澱紛朋 ◆調り を使用する

各作業の接着には、伝統的に使用されている小麦粉澱粉糊 (新糊)をイ吏用した。小麦粉澱粉糊は可逆

性も高く、将来の再修理の際にも裏打ち紙等の除去を容易にすることが出来る。

繕い :月嫉羽捌粉 (中螂 会ネr)

5`収納

(1)本紙の収納について

蝋箋加工の施された本紙は硬く、補修・補強後も巻いて収納するのが困難であった。そこで所有者と

協議した結果、今回の修復では本紙を巻かず、平らな状態で保存収納する事で、修復後の作品に懸かる

負担を解消した。

(2)ギ鋸砥・中〕陽後保存箱を製作する

台紙・被せ蓋造りの収納箱を製作し、作品を納めた。収納縮には中陛紙(アーカイアシパ ー 0を使用
した。

台紙。中性紙保存箱 :アーカイノシレボード(特種紙嗣

鳥の子紙(山崎商店l

6。 調査

(1)二房内調査

①目視による調査

修復前 。中。後の作品の構造・損傷調査・本紙寸法を記録した。

②光学調査 (Ⅵ。修復写真 3・ 4・ 5、 Ⅶ 修復写真 参Ю

修復前後。作業工程の記録写真撮影を行つた。各語鰈星剥構諺はデジタルカメラと351114フイルムカ

メラで行い、修復前後の作品全図・部分等の撮影を可能な限り行つた。又、赤外線写真・紫外線蛍光

写真・顕微銭写真等の光学機器を使用した調査。撮影も同時に行つた。

(2)外部委託調査

C鰯維組成試験(V.知見及びその他 1.参照)

高知県鰐 服 ンターに委託し、本紙料紙      を行つた。
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「

②絵具の化学分析

京都工芸繊維大学の佐 木々良子氏に依頼し、本紙料紙の翅 勧日工に用いられた絵具の科学分析を行

つた。

7.使用諸資材及びその他

(1)水

〈濾過水〉 濾過水器 オルガノ株式会社 PFカーボンカートリッジ、ミクロポアーシジーズ Nタイプ
〈イオン交換水〉 濾過水器 オルガノ株式会社 カートリンジ純水機G10C形
濾過水・イオン交換水は、水道水 徳都市水道局)を元水としフィルターで濾過した物を使用した。

イオン交換水で作製した溶液は可能な限り純粋な溶液であり、反応も調節し易いため使用した。また

通常の作業では水道水に含まれる塩素 。鉄等の不純物を除去する事により、作品に悪影響を残さない

濾過水を使用した。

(2)接着剤

③小麦粉澱粉糊―中村製糊株式会社 (京都市下京区ヨ小路五条下る)

〈刃開 〉

新糊はグル冴ンを除去した小麦粉の澱粉質を原材料イこ使用

し作成する。水 3:小友粉澱粉 1の割合で約 30分煮溶かした

物を元糊とし、各作業□芯じた希釈率で使用した。

Fig,29翔門

(3)紙

①宣紙―中国産

補修紙イこ使用。

②悠久紙一東中江和鰯 ET牛産組合 (富山県砺波郡平村束中江)

原材料はクフ科の指。五箇山産猪を雪で日西し、白皮を使用

した手漉き和紙も腰が強く張りがあり長期の保存に耐える。

折れ伏せ紙に使用。

(4)収納箱

①アーカイアシレボードー特種紙商事 (東京都中央区人重勒H)

文化財の保存等に使用される弱アルカヅ紙で作られた特殊な多層構造の板紙 (ダンボールl

(5)写真撮影傷U添 「修復写真」 参照)
働 ×5写真一三原 昇 (フォト・ファクトリー・ミハラ)
修復後の作品の 4× 5の写真撮影を行つた。撮影は「フォト・ファクトリー・ミハラ」I参託し、有

限会社 墨仙堂工房内で行つた。
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V.随 工程
1.修復前に本紙の状態を調査し、写真撮影を行つた。

2.作品に付着する埃を、刷毛等を用いて払った。

3.エチルアルコールを噴霧し徹の消毒を行った。

4,防水透湿シートと螺 し、作品を緩や力W動日湿した

後、肌裏紙を除去した。

Fig,30 肌裏紙の除去

5.防水透湿シートで本紙料紙を加湿した後、カロF土乾燥さ

せフラットニングを行った。

Fig,31 フラットニング

6.本紙の補修紙として唯凱的を選定し、塁と天然染料

(矢車lで染色後、水酸化カルシウム水溶液で色素を

定着させた。

Fig,32 補修紙の染色

7.本紙料紙の欠失箇所に繕いを施した。糊は小麦粉澱

粉糊 (新糊)を使用した。

Fig,33 欠失箇所の補修

ユ
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8,本紙の破れ箇所に裏面から補強紙を貼り付けた。糊は

翔聞 をイ吏用した。               ′
9,本紙の折れが生じている箇所、及び今後明ら力ヽ

こ生じ

ると思われる箇所に折れ伏せを入れた。折れ伏せ紙は

猪紙を用い、糊は新糊を使用した。

Fig.34 損傷箇所の補強

10。 補修紙・補強紙の糊代部分等を印刀で削り、本紙料紙

との段差を解消した。

Fig.35補修紙・補強紙の整形

11.再び防水透湿シートで作品を加湿し、十分伸ばした後、

加圧乾燥させフラットニングを行つた。

Fig,36 フラットニング

12.アーカイアシレボードを使用し、台紙・収沐内箱を製作した。

Fig.87 収納購の製作

130



「
―

13.作品が十分乾燥した後に、新調した収納箱に作品を納めた。

14.修復後の記録写真撮影及び報告書を作成した。′

Fig,38 収納箱に作品を納めた様子

1」

Fig。 39 収納箱に作品を納めた様子
「梁必達詩 2」

VL知見及びその他

1.棚 鞠印踊隆う浙
高知県立紙産業技術センターに依頼し、本紙料紙の繊維組成試験 (」ISP 8120に よる)を行った。訓険の

結果、繊維の形態や C染色液による呈色反応結果が青壇繊維の特徴と一致した。しかし、青壇特有の非繊維
細胞や星型の物質が全く観察されないことから、「青壇繊維と思われる」との回答を得た。

「鵜 1」

A

“ａ

一

オ
ー
ど

●

Fig。 40  イ、和尋円蛛氏列則

"嵯

荒芸

「梁必達詩 2」

「青壇繊維J Fig,41 本紙料紙顕微鏡写真 C染色液で染色

Fig.43 本糸用剣紙顕微鏡写真 C染色液で染色

※ Fig 40～ Fig,43は高知県鍋睡 業技η詑 ンターニご撮影
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Fig,42 本紙料紙顕微鏡写真  「青壇繊維」
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Fig.47 墨
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Fig,55 裏打ち紙
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Fig.58「 梁必達詩 2」

■ H359嬢 Fig。 60 裏打ち紙

Fig,63  銘

Fig,61 柳

■ L362齢
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Fig,64金箔の変色
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Fig.65「梁必達詩 2」

Fig,66 本紙料紙の退色 Fig.67 切箔

hg,70 印章 (朱文方印)

Fig,68 印章 (白文方印)

止

Fig,69 柳
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Fig,71 墨



4.赤外線写真

Fig,72 修復前 「梁必達詩 1」 赤外線写真

Fig,73 修復前 「梁必達詩 2」 赤外線写真
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5,紫タト線蛍光写真

Fig,74 修復前 「梁必達詩 1」 紫外線蛍光写真

Flg,75 修復前 「梁必達詩 2」 紫外線蛍光写真
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Ⅷ 修鮮 鎮
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Fig,78 修復前 「梁必達詩 1」 作品裏面

Fig.79 修復後 「梁必達詩 1」 作品裏面
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Fig,80 修復前 「梁必達詩 1」 斜光線写真

Fig,81 修復後 「梁必達詩 1」 斜光線写真
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Ifi8 82 1じ復前 「梁之、進詩 2」 作汗|1令IXI

Fi g.83 1ケ復後 「梁Z、進出‐2J 作|十 11全 ×
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Fig.84 修復前 「梁必進詩 2」 作I耳1裏面

Fi目.85 修復後 「梁Z、と
'+2J 
作品裏面
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Fig,86 修復前 「梁必達詩 2」 斜光線写真

Fig,87 修復後 「梁必達詩 2」 斜光線写真
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